
 令和８年度 第１回学校運営協議会 議事録 

実施日時 令和８年５月 29日(金) 13：15～14：45 

 

出 席 者 学校運営協議会委員 ４名  

 

 

教職員 10名 

 

 

 

 

 

 

 

議事 

 

 

質問 

意見 

要望 

回答等 

(１)学校長挨拶 

・本校は今年度で ICT 利活用授業研究推進校の４期目を迎え、また、高等学校 DX 加速化推進事業

（DXハイスクール）採択校として、生成 AI、iPad、電子黒板、ロイロノートなどを活用しながら

授業を行っている。 

・一方で SNSの適切な活用など情報モラルに関する教育の必要性も強く感じている。 

・本日は１年間の目標について説明をさせていただく中でご意見をいただけると幸いです。 

 

(２)自己紹介 

・教職員の自己紹介 

・学校運営協議会委員の自己紹介 

 

(３)会長の選出 

・会長に桝形中学校校長を選出した。 

 

(４)学校運営について 

 〇副校長より 

 ・今年度の学校運営協議会は、全体の学校評価部会と、地域とつながる共同部会と未来につなぐ学

び部会の２つの部会が行われる。 

 ・学校教育計画は４年の計画の３年目である。 

 ・不祥事防止プログラムについては、教職員が研修を行う形で行い、不祥事ゼロを目指す。 

 

 〇活動支援グループ 

 ・部活動加入率を上げるために、部活動紹介、部活動見学、教職員や部活動加入生徒による勧誘活

動を行っている。 

 ・今年度は、部活動加入生徒の満足度を上げる活動も行いたい。 

 

 〇教務グループ 

 ・学習に課題を抱えている生徒に対し、支援を行っていきたい。 

・DX ハイスクール採択校として、情報Ⅱ、情報デザイン、情報システムのプログラミングを必修、

選択必修にしたカリキュラムを運営している。 

・情報の授業のために iMac38台を配備した教室（ラボ室）も作っている。 

 

 〇生活指導グループ 

 ・今の生徒に対応した新しい生徒指導方針を作り、運用している。 

 ・SNSの利用方法など、昨今の複雑化している問題に対し、複数の教員で対応をしている。 

 

 〇進路指導グループ 

 ・１年ごとに入試の方法が変わるため、情報を収集することが必要であり、得た情報を適切に共有

しながら対応していきたい。 

 ・個々の生徒の希望進路の実現のために、進路ガイダンスを実施したり面談を行ったりすることで

生徒が考える時間を設けたい。 

 



 

 

 

 

 

議事 

 

 

質問 

意見 

要望 

回答等 

 〇総務グループ 

 ・欠席連絡や緊急の連絡を行うために「すぐーる」の加入率 100％を目指したい。 

 ・今年オフィス改善があり、職員室が大きく変わるため、重要文書の扱いに注意したい。 

 

 〇研究・広報グループ 

 ・授業の質を上げるために、教員研修を行いたい。（現時点で２回行っている） 

 ・公開研究授業では、専修大学の准教授からご指導を受けながら準備をしている。 

 ・広報では、本校の魅力の一つである ICT 利活用授業研究推進校としての取り組みを、全公立展、

公私合同説明会、学校説明会で発信していきたい。 

 

 〇質疑・応答 

 ・情報の授業で iMacを使っている理由は何か？ 

  →本校では iPadを授業で使っているため、互換性を考え iMacを使うことにしている。 

 

(５)各部会での意見交換 

 〇地域とつながる共同部会 

 ・来年度は 50周年を迎えるため、部会の皆様からもご意見をいただきたい。 

 ・まずは会場を考えることが必要である。 

 ・サッカー日本代表や元ボクシング世界チャンピオンなど、世界的に活躍している本校の卒業生に

声をかけるのはどうか。 

 ・昨年度はダンス部が麻生区民祭りに参加したりしたが、引き続き本校の部活動が地域の活動する

機会があれば参加したい。 

 ・PTAには体育祭の写真係など、多くのところで力になってくれていることに感謝しています。 

 ・PTAに文化祭で警備などの仕事をお願いするかもしれない。 

 ・PTA としては全校生徒に係る支援を行いたい。例えば、熱中症対策としてウォーターサーバーや

スプリンクラーの設置はどうか。検討してほしい。 

 ・コロナ禍を境に、生徒が外部と接する機会が少なくなったように感じる。地域を通して、社会と

接する機会を設ける取り組みを検討してはどうか。 

 ・特別時間割などを利用し、地域の調べ学習を行う授業を検討中である。 

 

〇未来へつなぐ学び部会 

・本校では１人１台端末として iPadを推奨し、wi-fi環境の元で授業を行っている。 

・大学や専門学校と比べて wi-fiが繋がりづらいことがあるのが課題として挙げられる。 

・本校では生成 AI を授業で使う場面もあるが、生成 AI の答えを鵜呑みにすることの危険性も伝え

るようにしている。 

・大学でも生成 AIを歓迎する場面もあれば、利用に注意をする場面もあるそうである。 

・本校では iPadをノートとして使う場面が多いが、漢字の書き取りなどはあえて紙を用いるように

している。大学でも教育の効果を考えてあえて紙を用いる場合もある。 

・今の高校生は自然にグループワークを始めることができる生徒が多い。 

・一方で、集団になじめない生徒も出ており、その生徒のサポートは必要である。 

・専門学校の就職状況は、特に IT系が良いそうである。 

 

(６)委員の方々からの感想やご意見 

 ・学校の取り組みを知ることができてよかった。 

 ・DXなど協力できることがあれば協力していきたい。 

 ・大学の前の段階の教育の状況を知ることができてよかった。 

 ・生徒、教職員、保護者が協力しながら子どの成長を支援できる環境を作れれば良いと感じた。 

 

 

 


